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3ＳＤＲ・ＨＤＲと受像器の輝度による見え方の違い
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6ＨＤＲの要求条件（主なもの）

• 超高精細度テレビジョン放送等による高画質なHDRサービスを実現できること。

• 将来の技術動向を考慮し、実現可能な技術を採用すること。

• 現行の放送サービスや他のデジタル放送メディアとの相互運用性をできる限り確保すること。

• 超高精細度テレビジョン放送に係る衛星デジタル放送方式の技術的条件を踏まえることとし、
技術的に同一のものとすることが適当な場合については、その内容を準用すること。

項目 要求条件

インター
オペラビリティ

・ 衛星放送、CATV、IPTV、蓄積メディア等の様々なメディア間で、できる限り互換性を有すること。
・ 既存のSDR-TV用ディスプレイや4Ｋ用受信機でもHDR-TV映像を違和感無く表示できること。

番組制作、編成
・ ライブ放送への適用が可能であること。
・ HDR-TVとSDR-TVの時分割混在（まだら編成）が可能であること。

画質
・ HDR-TVサービスが望まれることを考慮し、できる限り高い画質を保つこと。
・ HDR-TVの所要ビットレートがSDR-TVと同等であること。

映像入力
フォーマット

及び
符号化方式

・ 国際標準との整合がとれていること。
・ HDR-TVに必須のパラメータを除いて超高精細度テレビジョン放送に係る衛星デジタル放送方式

と整合した映像入力フォーマットであること。
・ SDR-TV（マルチメディアコンテンツを含む）とHDR-TVの併用、識別及び切替が可能であること。
・ HDR-TVとSDR-TVのシームレスな切替・表示が可能であること。
・ HEVC規格Main 10プロファイルによるHDR-TVの符号化が可能であること。

基本的な考え方

主な要求条件











11今後の課題

• 新しい輝度・色差信号（定輝度信号ܥ்ܥܫ）、PQ方式のOOTFの妥当性、1,000 [cd/m2]を超えるディスプレイ輝度に
対応するHLGのシステムガンマの検討などが継続検討事項とされている。ITU等国際標準化機関における審議の動
向を注視し、必要に応じて本技術的条件や民間標準規格に反映させていくことが望ましい。

• HDRを含む映像技術の進歩の早さに鑑み、民間標準規格の策定にあたっては、将来の拡張の余地を十分に考慮し
たものとすることが求められる。

ITUにおける議論の動向

• 細かく点滅する映像や急激に変化する映像手法などは、視聴者、特に児童・青少年の健康に影響を及ぼす可能性
があることが知られており、我が国においても過去にアニメーション番組において視聴者の健康に影響を及ぼしたこ
とがある。

• 放送事業者のその後の調査の結果、映像手法に関して留意することにより視聴者の健康に及ぼす影響を最小限に
抑えることができることが確認され、日本放送協会と一般社団法人日本民間放送連盟は「アニメーション等の映像手
法に関するガイドライン」を制定し、放送界の自主的な共通ルールとして運用されている。

• 視聴者の光感受性は、本来ヒトの特性に基づくものであり、HDRの導入によって何ら変化するものではなく、また、上
記ガイドラインは輝度変化や面積について相対値により規定しているものであるため、HDR映像に対しても同ガイド
ラインをそのまま適用できる可能性はある。

• しかしながら、HDR映像による放送や映像配信は現時点で世界的に見ても限られた範囲に留まっており、また現場
におけるHDR映像の制作ノウハウもこれから蓄積されていく段階であり、HDR映像による生体への影響の臨床的な裏
付けおよび知見も得られていない。

• したがって現段階では、HDR映像に対しても、SDR映像において実績がある現行のITU-R勧告やガイドラインを継続
して暫定的に適用することは、一定の合理性があるものと考えられる。今後、HDR映像の普及に応じて、新たに得ら
れた科学的知見を踏まえ、国際的にはITU-Rの場で、国内的には放送事業者の自主的検討により、映像手法を再
検証し、最適なものとしていくことが望ましい。

特殊な映像手法との関係





13（参考）カラーボリューム・色域との関係



14（参考）伝達関数の役割と２つの方式

PQ方式の伝達関数

HLG方式の伝達関数

※ OOTFは、「表現（レンダリング）の意図」を調整・表現するために挿入される場合がある。

EOTFを規定

OETFを規定

OETF: 光-電伝達関数であり、シーンの光の強さを映像信号に変換する際の関数。典型的にはカメラ内において変換。
EOTF: 電-光伝達関数であり、映像信号を線形性のある光の強さとしてディスプレイから出力する際の関数。





16（参考）ＩＴＵにおける議論

• ITU-RでのHDRに関する議論は、2012年4月に米国（ドルビー）からの規格の提案により

開始。その後、蘭フィリップス（2013年10月）、英BBC（2014年3月）、日本（2014年11月）も

提案を行い、2015年2月の会合で「HDRテレビの番組制作及び国際番組交換用の映像パ

ラメータ」を規定するITU-R勧告草案の作業文書を作成。

• 作業文書では、HDRの非線形伝達関数を２方式（Hybrid Log-Gamma方式、Perceptual

Quantization方式）に集約。

• Hybrid Log-Gamma :英BBC・日本NHK提案（輝度値を相対値として扱う）

• Perceptual Quantization :米ドルビー提案、蘭フィリップス提案（ディスプレイの輝度の絶対値を映像信号値と

関連付ける）

• 2015年7月の会合では、これら２方式の統合について議論され、新勧告草案（Rec. ITU-R

BT.[HDR-TV]）を作成。しかし、２方式の併記について合意に至らず、継続審議。

• 2016年1～2月の会合では、２方式が併記された勧告案が完成し、採択された。現在、7月

4日を期限として締約国に対し郵便投票が行われているところ。

• また、HDRテレビの技術的な説明を行った報告書(Report ITU-R BT.2381)も完成。

• なお、Hybrid Log-Gamma方式の撮像側特性は2015年7月3日にARIB規格（ARIB STD-

B67（スタジオ規格））として策定済。

• HEVC規格第３版案では、Hybrid Log-Gamma方式とPQ方式の伝達特性の識別子が規

定されている。






